
無

の

意

・

義

柴

野

恭

堂

無
字
は
是
れ
宗
門
の

扁
關
、
干
將
莫
耶
の
劒
、
堂
不
明
の
沃
兜
衷
心
失
命
せ
ざ
る
を
得
ん
や
。
若
し
夫
れ
徒
ら
に
文
字
を
弄
せ
ば
雲
煙
萬
里

.
迷
宮
に
入
つ
て
出
路
を
失
ひ
、
強
い
て
言
詮
に
關
れ
ば
却
つ
て
玄
機
を
漏
洩
せ
ん
。
然
り
ε
難
も
無
字
の
立
要
は
文
字
に
依
ら
す
ん
ば
顯
彰
す

る
に
由
な
く
、
言
語
を
倹
た
す
ん
ば
將
た
何
を
以
て
か
活
機
活
用
の
具
「こ
な
さ
ん
。

止
ん
な
ん
止
ん
な
ん
.冨
ひ
得
る
も
三
十
棒
、
言
ひ
得
ざ
る
も
亦
三
十
棒
。
汲
め
汐
も
盤
き
ぬ
生
命
の
泉
、
膨
涛
際
涯
を
見
ぬ
思
想
の
海
、
其

の
源
由
を
尋
ね
て
「
無
」に
入
る
虚
、
漕
ぎ
つ
け
て
見
よ
や
彼
岸
の
花
は
何
?

敢

へ
て
注
脚
を
施
し
て
以
て
叱
咤
を
待
つ
。

　騙(

総
て
の
智
識
は

思
惟
を
以
て
始
ま
り

制
断
に
於
て
成
立
す
る
。
思
惟
は

所
謂
思
考
の
三
法
則
に
從
つ
て
或
は
肯
定
或
は
否
定
の
制
断
ε
な

る
。
於
藪
肯
定
さ
れ
た
有
ミ
否
定
さ
れ
た
無
ミ
の
封
立
が
生
す
る
。
然
し
乍
ら
若
し
剃
断
に
し
て
輩
に
封
象
が
概
念
に
封
す
る
關
係
を
意
味
す

る
の
み
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
は
師
ち
概
念
の
遊
戯
、
同
語
反
覆
に
外
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
カ
ン
ト
ガ
既
に
第

噸
批
判
誹
謹
論
に
於
て
指
摘
し
た

如
く
、
存
在
は
制
断
の
特
徴
を
爲
す
も
の
で
は
な
く
、
判
断
の
絶
封
的
必
然
性
は
輩
に
事
件
の
叉
は
判
断
の
賓
位
の
條
件
的
必
然
性
で
あ
る
に

過
ぎ
な
い
。
從
つ
て
そ
れ
は
結
局
可
能
性
叉
は
蓋
然
性
の
智
識
を
提
供
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
・
る
抽
象
的
な
智
識
に
基
い
て
箕
理
の
確
固
た

8昂



る
謹
愚
を
求
む
る
こ
ε
は
當
然
不
可
能
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

-

故
に
カ
ン
ト
は
客
観
的
智
識
の
根
嫁
を
先
験
論
理
の
方
法
に
求
め
た
。
是
に
よ
れ
ば
先
験
悟
性
概
念
の
形
式
を
以
て
経
験
的
知
畳
的
素
材
を

合
理
的
に
限
定
す
る
に
在
つ
た
。
故
に
先
天
的
綜
合
判
断
の
可
能
を
唯
だ
現
象
の
範
園
内
に
於
て
の
み
確
保
す
る
こ
ε
に
依
て
始
め
て
客
観
袋

當
的
眞
理
性
は
嚢
見
せ
ら
れ
る
こ
ε
が
出
來
た
の
で
あ
る
。

け
れ
さ
も
果
し
て
此
れ
は
問
題
の
解
決
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
か
。寧
ろ
更
に
新
し
い
問
題
の
提
出
で
は
な
か
つ
た
か
。
何
ε
な
れ
ば
彼
の
「経

験
の
理
説
」
に
從

へ
ば
其
の

h貯

ω8
ゲ
ψ①汐
に
於
て
あ
る
も
の
を

き

。。8
げ
ω①写
に
於
て
假
定
し
な
け
れ
ば
所
謂
公
理
的
眞
理
性
の
根
縁
も
崩

壊
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
若
し
然
り
ミ
す
れ
ば
吾
人
は
か
、
る
假
定
が
何
に
依
て
保
持
さ
れ
る
こ
ε
が
出
來
る
か
。
從
つ
て

究
寛
の
眞
理
を
決
定
し
確
鐙
す
る
も
の
は
何
ぞ
ε
問
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
概
念
的
智
識
は
最
後
ま
で
謹
明
を
必
要

ε
す
る
。
先
験
的
統
豊
若

く
は
意
識

一
般
を
便
値
意
識
若
し
く
は
規
範
意
識
ε
理
解
し
て
不
可
避
的
遁
環
論
謹
を
不
可
不
の
諦
認
に
於
て
認
容

せ
ん
ε
す
る
も
、
筒
ほ
幾

多
の
困
難
に
遭
遇
す
る
様
に
思
は
れ
る
。
存
在
の
前
に
償
値
が
先
立
つ
ぐ」読
く
リ
ツ
ケ
ル
ト
の
立
場
に
於
て
も
依
然
所
與
性
の
範
疇
以
前
に
非

合
理
的
何
物
か
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
す
、
さ
り
ε
て
ラ
ス
ク
の
如
く
客
観
主
義
の
立
場
に
赴
く
¶こ
せ
ば
夏
に
形
而
上
墨
的
非
難
を
蒙
る
を
奈̀
何

せ
ん
。

結
局
吾
人
は
カ
ン
ト
の
所
謂
限
界
概
念
ε
し
て
の
「
物
自
膿
」
ぐ」現
象
S
を
爾
者
共
に
理
性
又
は
意
識
艦
系
の
作
用
の
爾
面
、
若
し
く
は
意
識

の
統

一
活
動
そ
の
も
の
、
契
機
を
意
味
す
る
も
の
ε
駄
す
る
こ
ε
に
依
て
前
掲
の
質
問
に
封
す
る

一
暦
正
當
な
る
答
辮
を
期
待
す
る
こ
¶こ
が
出
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來
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
而
し
て
か
・
る
意
識
自
罷
の
原
始
的
本
質
を
爲
す
も
の
ミ
し
て
今
藪
に
論
題
ε
せ
る
「
無
」を
考

へ
て
見
た
い
ε
思

ふ
の
で
あ
る
。



勿
論
理
性
の
自
覧
に
基
い
て
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
偉
業
を
成
就
し
た
カ
ン
ト
の
功
績
は
、
考

へ
様
に
依
て
は
か
、
る
「無
」
の
登
見
ε
基
礎
づ
け

で
あ
つ
た
ε
見
る
こ
ε
も
出
來
や
う
。
然
し
彼
に
於
て
は
物
自
禮
ε
現
象
及
び
先
験
的
統
豊
言
の
關
係
が
可
成
り
暗
礁
を
な
し
て
居
る
様
に
思

は
れ
る
。
彼
の
哲
學
禮
系
の
首
石
を
爲
す
べ
き
目
的
論
を
以
て
し
て
も
理
論
理
性
ε
實
践
理
性
書
の
根
本
的
統

一
は
容
易
な
ら
ぬ
事
業
で
あ
る

ε
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
是
れ
全
く
彼
の
思
想
を
育
ん
だ

二
元
的
思
想
が
環
境
の
力
ぐ」共
に
徹
底
的
に
彼
を
支
配
し
た
こ
ε
に

基
因
す

る
。
彼
は
形
而
上
學
的
要
求
を
満
た
す
爲
に
飴
り
に
多
く
の
犠
牲
を
彿
つ
て
顧
み
な
か
つ
た
。
此
の
意
味
に
於
て
カ

ン
ト
以
後
の
イ
デ
ア
リ
ズ

ム
の
互
星
等
は
充
分
に
出
藍
の
碁
に
便
す
る
も
の
が
あ
る
。

拐
て
然
ら
ば
「
無
」
を
本
質
ε
す
る
意
識
は
如
何
に
し
て
吾
人
の
目
下
の
要
求
を
満
た
し
得
る
か
。
そ
れ
は
直
接
に
客
観
若
く
は
封
象
ミ
結
び

つ
い
た
理
性
の
絶
封
的
自
意
識
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
其
れ
は
意
識
の
絶
封
肯
定
師
ち
否
定
の
否
定
ε
し
て
の
無
が
其
自
身
の
中

に
内
容
を
定
立
す
る
意
識
だ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
其
れ
に
於
て
は
知
る
も
の
ε
知
ら
る
、
も
の
ε
が

一
ε
な
つ
た
具
髄
的
知
識
が
あ
る
。
是
れ

帥
ち
自
壁
智
叉
は
根
本
智
で
あ
る
。
第

一
義
で
あ
る
。
眞
理
内
容
そ
の
も
の
で
あ
る
。
有
限
な
る
概
念
的
智
識
は
感
箆
的
直
観
を
素
材
ε
し
、

根
本
知
を
原
型
ε
し
て
構
成
せ
ら
れ
た
模
型
で
あ
る
。
か
く
て
根
本
知
は
知
識
以
前
の
知
又
は
無
知
の
知
ぐ」樗
す
る
こ
¶こ
が
出
來
る
。
こ
れ
こ

そ
客
観
的
眞
理
概
念
の
公
理
的
基
礎
で
あ
る
。
概
念
的
知
識
に
於
て
は
判
断
に
依
て
客
観
が
主
観
の
下
に
包
揺
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ

た
の
で
あ
る
が
、
根
本
知
に
於
て
は
判
断
を
必
要
ミ
せ
す
㍉
唯
だ
絶
封
的
定
言
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
「無
」。
是

れ
が
自
同
の
意
識
に
於
て

客
観
を
前
提
す
る
。
故
に
客
観
の
有
は
直
ち
に
無
に
包
括
さ
れ
、
無
の
全
膿
が

一
時
に
露
現
し
て
有
ε
相
融
合
し
、
其
の
間
夏
に
隔
歴
す
る
塵

が
な
い
。
其
虜
で
は
我
れ
が
事
物
を
知
る
の
で
は
な
く
、
事
物
が
我
を
知
る
の
で
あ
る
。
叉
は
我
が
事
物
の
中
に
我
を
見
る
の
で
あ
る
。
故
に

我
れ
は
無
我
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
自
同
の
意
識
を
礎
石
S
し
て
其
上
に
建
て
ら
れ
た
建
築
が
概
念
的
智
識
で
あ
る
。
師
ち
制
断
に
依
つ
て
前
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者
の
普
遍
か
ら
後
者
の
特
殊
を
演
繹
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
演
繹
も
「
無
」
に
在
て
は
却
つ
て
部
分
を
全
艘
に
蹄
納
す
る
こ
ミ
で
あ

る
。
前
者
の
場
合
で
は
現
實
的
な
る
も
の
は
可
能
的
な
る
も
の
を
特
殊
の
制
限
の
下
に
原
因
ε
し
た
特
定
の
結
果
で
あ
る
。
然
し
後
者
の
場
合

で
は
現
實
的
な
る
も
の
は
可
能
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
無
の
逆
も
亦
眞
で
あ
る
。
現
實
的
な
る
結
果
を
同
時
に
蹄
結

(国
○
奮
〉
ざ
し
て

可
能
的
な
る
原
因
を
理
由
(○
毎
⇔
創
)
た
ら
し
む
る
先
験
的
艦
認
に
知
識
以
前
の
知
、
無
知
の
、
知
の
特
色
は
存
す
る
の
で
あ
る
。

放
に
カ
ン
ト
の
設
く
先
験
論
理
の
方
式
は
寧
ろ
彼
れ
に
属
し
、
形
式
論
理
は
寧
ろ
此
れ
に
属
す
る
陰
喩
で
あ
り
、
設
明
で
あ
る
ミ
も
云
ふ
こ

ε
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
於
藪
吾
人
は

へ
ー
グ

ル
ε
共
に

ご
白
p。。
<
Φ日
ロほ
賦
。9
翼

α
塁
。。
甫
算
9
プ
昇

芝
餌
。・
≦
舜
置
汐
げ
翼

畠
ωω
<2
目
巳
け齢

警

..
ぐ」言
ひ
得
る
筈
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
無
」
の
自
同
意
識
の
全
罷
の
側
が
物
自
罷
に
相
當
し
、
其
の
差
別
的
部
分
の
側
が
現
象
に
相
當
す
る

も
の
S
理
解
す
る
こ
ミ
に
依
て
、
カ
ン
ト
の
蝸
一元
論
を
超
え
た

一
元
的
要
求
を
満
た
し
前
に
期
待
さ
れ
た
解
答
を
も
示
す
事
が
出
來
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

以
上
の
如
く
論
理
的
判
断
に
於
て
は
同

一
律
を
假
定
し
て
居
り
、
其
自
身
決
し
て
内
容
を
定
立
す
る
こ
ε
が
出
來
な
い
限
り
、
斯
れ
は
主
観
的

で
あ
り
常
に
相
封
的
に
反
立
を
豫
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ミ
が
明
か
ε
な
つ
た
。
か

ド
る

U
露
q邑
く
な
知
識
を
以
て
し
て
は
永
久
に
ツ
オ

イ
ス
の
像
を
見
る
こ
ミ
は
出
來
な
い
。
吾
人
は
有
無
の
封
立
を
止
揚
し
た
「
無
」に
依
て
如
實
に
事
物
の
眞
相
を
徹
見

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　二(

「
趙
州
和
爾
因
僧
問
狗
子
還
有
佛
性
也
無
州
云
無
」

狗
子
ε
佛
性
¶こ
二
あ
る
に
あ
ら
す
。
狗
子
に
署
す
る
時
ん
ば
狗
子
を
見
す
佛
性
を
執
す
る
時
既
に
佛
性
を
距
る
。
爾
頭
蔵
断
し
て
「
無
」
の

唱

語
よ
く
渇
を
署
し
得
た
り
。
殺
活
自
在
、
與
奪
無
碍
、
狗
子
ε
佛
性
ミ
何
つ
れ
か
奪
く
、
何
つ
れ
か
卑
し
か
ら
ん
。
「
無
」
を
見
る
も
の
は
萬
物
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を
忘
れ
、
萬
物
を
取
る
も
の
は
「無
」を
失
ふ
。
「無
」
の

一
喝
に
依
て
無
は
無
の
當
髄
を
自
謹
豊
知
し
本
來
の
如
々
自
身
に
還
る
。
本
よ
り
有
無

相
封
を
超
え
眞
傷
正
邪
の
差
別
を
混
じ
、
猫
自
爾
の
境
に
湛
然
た
り
。
其
は
純
粋
な
る
永
久
の
現
在
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
決
し
て

エ
ン
デ
、、
オ

ン
の
如
く
永
遠
に
眠
る
混
沌
不
動

の
實
在
で

は
な
く
し
て
、
常
に
自

寛
的
活
動
を
螢
む
當
盟
で
あ
る
。

そ
の
活
動
の
過
程
に
於
て
有
無
封
立

し
現
象
ぐ」本
罷
ε
分
れ
、
眞
傭
善
悪
の
別
を
生
す
。

唯

一
な
る
無
が
二
元
に
分
裂
し
多
に
分
化

す
る
こ
ε
は
、

其
自
身
の
知
性
の
内
的
自
由

必
然
性
に
基
き
、
そ
の
知
的
全
能
の
力
を
獲
揮
せ
ん
が
爲
に
外
な
ら
ぬ
。

此
の
作
用
は
目
的

な
る
ε
同
時
に
結
果

で
あ
る
。
於
慈
「
無
」は
最

早
本
の
無
に
あ

ら
す
し

て
有
限
の
中
に
自
己
を
限
定
す
る
。

帥
ち
具
禮
的
に

個
別

化
し
て

自
然
叉
は

世
界
を
生

産
す
る
に
至
る
。

け
に

「
無
」は
萬
物
の
母
で
あ
り
、

創
造
ま
で
あ
る
。
(
「
大
初
に
言
あ
り
、
言
は
紳
S
僧
に
あ
り
、

言
は
神
な
り
き
、

萬
物
之
に
依
り
て
造
ら
れ
、

造
ら
れ
し
者
、

一
-こ
し
て
之
に
由
ら
で
造
ら
れ
し
は
無
し
」
ー

ヨ
ハ
ネ
傳
)
萬
有
は
無
の
襲
展
分
化
に
由
つ
て
無
字
な
る
限
り
能
く
無
の
姿
を

宿
す
こ
ε
を
得
る
。

一
木
、

一
草
、
狗
子
、
人
間
に
至
る
ま
で
自
然
界
に
於
け
る
総
て
の
も
の
は
偶
然
的
假
象
の
存
在
か
ら
脱
し
て
、
必
然
的

存
在
の
理
由
を
獲
得
す
る
。
無
は
萬
物
の
存
在
を
し
て
眞
に
存
在
者
た
ら
し
む
る
本
源
的
支
持
者
で
あ
る
。
無
字

の
出
現
ε
萬
有
の
誕
生
ε
は

同
時
で
あ
る
。

斯
の
如
く
無
字
は
無
か
自
ら
の
観
念
の
中
に
自
然
を
眺
め
る
主
観
的
立
脚
地
師
ち
作
用
的
契
機
で
あ
り
、
萬
有
の
存
在
は
其
の
客
観
的
立
脚

地
郎
ち
封
象
的
契
機
で
あ
る
。
前
者
は
所
謂
本
禮
の
世
界
、
無
限
の
世
界
に
し
て
後
者
は
現
象
の
世
界
、
有
限
の
世
界
に
相
當
す
る
。
無
は
世

界
を
創
造
し
つ
・
再
び
之
を
自
己
に
還
元
す
る
循
環
蓮
動
を
無
限
に
反
覆
す
る
。
此
の
意
識
活
動
の
歌
態
を
生
ミ
云
ひ
愛
ミ
云
ふ
。
故
に
自
然

が
輩
な
る
自
然
に
止
ま
る
な
ら
ば
「無
」
か
ら
介
離
し
て
生

ε
愛
-こ
を
失
ふ
。
從

つ
て
其
は
虚
備
で
あ
り
、
非
存
在
で
あ
り
、
死
で
あ
る
。
自
然

は
無
字
を
通
じ
て
無
の
絶
封
愛
に
抱
擁
セ
ら
る
・
限
り
眞
で
あ
り
、
生
存
で
あ
る
こ
ε
が
出
來

る
。
狗
子
を
殺
す
剣

は
佛
性
を
賦
與
す
る
刀
で
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あ
る
。

無
字
は
決
し
て
有
限
ミ
無
限
ε
の
統

一
を
現
は
す
主
観
的
象
徴
で
は
な
く
,
却

つ
て
生
命
の
具
髄
的
現
象
ε
し
て
の
有
無
同
居
を
意
味
す
る

客
観
的
事
實
で
あ
る
。
生
命
の
流
動
に
於
て
其
は
常
に
清
新
濃
渕
ミ
展
開
す
る
事
實
で
あ
る
。
何
ε
な
れ
ば
生
ε
は
叉
有
限
が
無
限
を
忘
れ
ざ

ら
ん
ε
す
る
久
遠
の
内
的
努
力
帥
ち
愛
の
實
現
換
言
す
れ
ば
有
が
其
の
生
れ
敵
郷
に
還
ら
ん
ε
す
る
無
限
の
憬
れ
、
又
は
最
知
を
追
求
す
る
終

り
無
き
研
讃
で
あ
る
ε
も
言
ひ
得
る
か
ら
。
故
に
生
命
活
動
に
在
て
は
無
は
常
に
其
庭
に
去
來
す
る
。
た
ε
ひ
個

々
の
存
在
物
が
無
の
全
農
を

個
定
的
持
綾
性
を
以
て
保
留
し
蓋
せ
な
い
に
し
て
も
、
走
馬
燈
の
如
き
其
の
生
の
廻
韓
を
縫
綾
す
る
間
に
無
が
彼
ε
直
接
現
在
せ
ん
ぐ
」す
る
永

恒
の
課
題
が
孕
ま
れ
、
有
は
久
遠
化
の
聖
域
に
活
躍
す
る
。
此
の
刹
那
が
精
神
の
誕
生
で
あ
り
、
無
字
の
出
生
で
あ
り
、
自
然
ざ
人
生
の
分
岐

、鮎
で
あ
る
。
無
字
は
有
限
ミ
無
限
の
境
界
で
あ
り
、
有
の
終
り
言
共
に
無
の
始
を
語
る
。
私
は
ビ
ィ
デ

ル
マ
ン
が
他
の
目
的
の
爲
に
用
ひ
た
幾

何
學
の
圖
形
に
侠
る
説
明
法
を
借
り
て
藪
に
左
の
如
く
述
べ
る
こ
ε
を
許
さ
れ
度
い
。

有
限
ミ
無
限
、
自
然
・こ
人
生
ε
の
關
係
は

一
つ
の
準
面
の
上
で
交
叉
し
て
其
内
容
の

一
部
分
を
共
通
に
所
有
し

て
居
る
二
つ
の
園
の
關
係
で

は
な
い
。
寧
ろ
其
關
係
は
同

一
の
球
を
中
心
を
横
切
っ
て
別
々
の
方
向
に
切
る
二
つ
の
圓
面
の
關
係
で
あ
る
。
前

の
場
合
で
は
二
つ
の
圓
は
夫

々
特
殊
の
部
分
を
所
有
す
る
ε
共
に
爾
方
に
共
通
の
部
分
を
も
有
し
て
居
り
此
部
分
は
同
じ
様
に
爾
方
の
も
の
で
あ
る
。
後
の
場
合
で
は
二
つ

の
圓
面
が
球
の
直
径
で
交
叉
す
る
か
ら
直
径
の
上
で
な
ら
何
の
貼
で
も
接
燭
し
て
居
る
が
共
通
の
面
の
部
分
は

一
つ
も
な
く
、
爾
者
が
相
鰯
れ

相
裁
る
所
は
同
時
に
爾
者
の
相
分
れ
る
所
で
あ
る
。
此
の
中
心
は
根
本
意
識
ε
し
て
の
無
で
あ
り
、
球
は
無
の
活
動
舞
蜜
ε
し
て
の
世
界
全
髄

で
あ
り
、
切
裁
面
の
交
錯
貼
が
無
の
具
膣
的
個
性
化
ε
し
て
の
無
字
で
あ
る
。
ε
。

若
し
斯
様
に
論
く
こ
ε
が
出
來
る
な
ら
ば
、
趙
州
の
「無
」は
狗
子
成
佛
の
引
導
、
實
に
電
光
石
火
も
た

g
な
ら
ぬ
生
命
の
閃
光
が
天
地
の
暗
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黒
を
か
す
め
て
過
ぐ
る
が
如
く
、
佛
に
逢
つ
て
は
佛
を
殺
し
、
租
に
逢

つ
て
は
租
を
殺
し
、
冷
徹
透
々
入
を
し
て
慎
然
た
ら
し
む
る
も
の
が
あ

る
。
然
か
も
佛
法
滴
々
の
意
趣
は
之
に
依
て
毫
も
殿
損
せ
ら
る
・
こ
ミ
な
く
、
却

つ
て
燦
然
光
輝
を
檜
す
。
入

一
度
び
此
の
光
に
燭
れ
て
衷
心

失
命
せ
ん
か
、
十
有
由
旬
の
須
彌
山
頂
よ
り
奈
落
の
下
底
に
到
る
ま
で

一
括
し
て
以
て
提
塞
す
る
を
得
べ
く
、
唯
我
猫
愈
水
月
の
道
場
に
登
る

こ
ε
を
得
ん
。
性
具
の
十
界

一
時
に
蕪
…厳
を
具
足
し
彼
れ
叉
出
入
自
在
、
佛
に
入
つ
て
は
佛
ぐ」な
り
、
鬼
に
入
て
は
鬼
ぐ」化
す
。
是
れ
所
謂
佛

組
ε
手
を
把
り
同

一
眼
見
同

蝋
耳
聞
す
る
所
以
に
外
な
ら
ぬ
。

光
の
誕
生
に
於
て
は
暗
黒
の
原
理
が
其
の
根
縁
く」な
る
。
し
か
も
「
嗜
は
之
を
曉
ら
ざ
り
き
」
。
無
の
出
生
に
は
意
識
の
封
象
的
契
機
帥
ち
有

が
其
の
原
理
で
あ
る
。
し
か
も
有
相
に
住
す
れ
ば
偏
見
に
堕
す
。
(凡
所
有
相
皆
是
虚
妄
若
見
諸
相
非
相
郎
見
如
來
。
若
以
色
見
我
以
音
聲
求
我

是

人
行
邪
道
不
能
見
如
來
。
1
金
剛
経
)

不
立
文
字
、
拮
華
微
笑
、
不
傳
の
傳
の
端
的
、
暗
に
於
て
光
を
見
、
無
に
参
す
る
も
の
に
し
て
始
め
て
了
會
す
る
で
あ
ら
う
。

　三(

上
來
述
べ
來

つ
た
慮
を
以
て
見
れ
ば
、
無
は
萬
有
を
生
-こ
愛
ε
を
以
て
自
己
に
還
元
せ
ん
ε
し
、
萬
有
は
無
を
生
存
の
目
的
又
は
理
想
ε
し

で
欣
求
す
る
。
其
の
感
鷹
す
る
腱
、
忽
然
無
字
の
火
花
が
散
る
。
理
想
ミ
現
實
の
相
接
醐
す
る
時
、
生
命
の
尖
頂
に
信
仰
の
燈
火
は
鮎
す
る
。

か
く
て
智
的
射
象
ε
し
て
絶
封
的
眞
で
あ

つ
た
無
は
今
や
人
格
的
意
志
者
ε
し
て
要
講
せ
ら
れ
、
宗
教
的
封
象
ミ
し
て
の
意
義
を
籏
充
す
る
。

拐
て
謂
ふ
庭
の
宗
教
ミ
は
何
ぞ
や
。
シ
モ
ニ
デ
ス
の
沈
獣
ミ
躊
躇
さ
を
繰
返
す
こ
ミ
な
く
余
は
敢
て
言
ふ
で
あ
ら
フ
、「
宗
教
く」は
紳
く」入
ε

の
關
係
で
あ
る
。」
ぐ」
い
ふ
最
も
古

い
定
義
は
或
解
繹
の
下
に
於
て
は
矢
張
り
最
も
簡
明
適
切
な
る
も
の
ぐ」し
て
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ε
。
師

ち
人
格
的
實
在
で
あ
る
或
る
者
に
依
て
吾
人
の
現
實
の
生
命
の
意
味
を
理
解
し
制
定
し
充
實
さ
せ
、
途
に
は
之
ε
合

一
す
ろ
こ
ε
に
依
て
無
憂
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の
國
、
永
生
の
國
に
造
遙
す
る
こ
ε
を
得
る
深
奥
な
る
生
の
内
的
膿
験
こ
そ
宗
教
で
あ
る
。
若
し
斯
様
に
注
脚
を
加
ふ
る
こ
ε
が
案
山
子
を
蹴

て
置
き
換

へ
る
の
愚
に
あ
ら
す
ん
ば
、
無
を
直
ち
に
宗
教
的
封
象
ε
解
す
る
こ
帰こ
は
恐
ら
く
蹟
き
ぐ」は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

現
實
の
存
在
者
ミ
し
て
の
吾
々
人
間
は
萬
有
中
の

一
員
ミ
し
て
即
自
に
は
有
限
の
制
約
に
規
定
さ
れ
る
。
其
の
未
だ
無
邪
氣
な
ま
さ
う
み
の

内
に
過
ご
す
間
は
李
和
な
自
然
で
あ
る
。
純
な
る
有
で
あ
る
。
然
し
生
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
は
是
れ
に
終
始
す

る
こ
ε
が
出
來
な
い
。
彼
の

内
に
は

一
定
の
方
向
に
向
つ
て
成
長
す
べ
く
蓮
命
づ
け
ら
れ
た
萌
芽
が
潜
在
す
る
。
師
ち
無
の
全
提
命
令
に
從
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
(ご
出
曲霞

韓

胆
魯
げ
犀
び
ω言
山
ρ

留
H
冒
窪
ω9

韓

9
ωΦ
<8

国
磐
。。
p目
。。"
9。尻
o
汐

器
ロ
Φ白

H導
①曇
曾

①汐

岩
Φ09幾
く
Φ。・
巨
什
ω凶oプ
器
皆
。・叛
.i
ー

出
Φαq¢一)
於
藪
有
無
二
勢
力
の
間
に
戦
が
宣
せ
ら
れ
、
人
類
は
デ
ィ
レ
ン
マ
の
範
に
か
・
る
。
彼
は
逡
に
天
を
仰
い
で
味
嘆
す
る
に
至
る
で
あ
ら

う
。
現
身
は
蝕
り
に
小
弱
い
醜
い
姿
で
あ
る
。
呪
は
し
く
も
醐
ざ
罪
か
ら
嚇
か
さ
れ
勝
で
あ
る
。
流
韓
幻
滅
の
悲
哀
ε
無
常
韓
愛
の
苦
拶
ε
は

餓
り
に
執
拗
に
纏
つ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
ε
。
(憶
わ
れ
困
苦
人
な
る
哉
こ
の
死
の
髄
よ
り
我
を
救
は
ん
者
は
誰
そ
や
。
ー
ー
ポ
ー
ロ
)懐
疑
煩

悶
は
遽
に
生
存
の
無
意
義
を
す
ら

唱

へ
し
む
る
に
至
る
。
斯
く

追
及
す
る
に
及
ん
で
は

如
何
で

一
刻
も
此
世
界
に
安
住
す
る
こ
ε
が
出
來
や

う
。
第
二
の
ノ
ァ
の
洪
水
が
氾
濫
し
て
総
て
の
創
造
を
再
び
混
沌
に
蹄
せ
よ
か
し
「こ
さ
へ
思
は
れ
る
。
然
し
酔
生
夢
死
塞
し
く
死
の
紳
に
捧
ぐ

る
に
は
飴
り
に
愈
い
生
命
で
は
な
い
か
。
今
や
男
々
し
く
も
試
練
に
耐
え
て
奮
岡
を
績
け
つ
峯
あ
る
時
し
も
あ
れ
、
愛
!
理
想
!
眞
理
!
文
化

ー
・彼
を
憐
ん
で
光
を
投
げ
る
。(旭
の
光
上
よ
り
幽
嗜
ε
死
の
蔭
に
住
め
る
者
を
照
ら
し
我
等
の
足
を
導
き
て
軍
康

な
る
路
に
至
ら
せ
ん
ε
て
臨

む
。
…
i

ル
カ
傳
1
、
七
八
、
七
九
,)
彼
は

一
條
の
光
明
に
導
か
れ
て
無
の
世
界
に
入
る
。
筆
舌
に
絶
す
る
覗
幅
が
彼
の
内
に
澱
ゐ
り
地
獄
で

佛
に
遇
つ
た

敷
喜
は
胸
に
燃
え
立
つ
。
何
者
か
は
知
ら
ね
さ
聖
な
る
人
格
者
の
恵
を
感
謝
せ
す
に
は
居
ら
れ
な

い
。
彼
は
雀
躍
し
て
思
は
す

「
あ

、
紳
よ
」
ぐ」叫
ん
だ
。
目
に
見
ゆ
る
神
が

實
在
し
た

課
で
は
な
い
。
静
か
に

胸
の
高
鳴
り
を
止
め
て
生
命
の
鼓
動
を
聞
け
ば
、
山豆
圖
ら
ん
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や
、
紳
の
嚇
き
が
吾
が
叫
び
の
反
響
を
奏
で
・
居
る
で
は
な
い
か
。
縛
て
は
無
宇

一
枚
、
甕
く
が
紳
の
慈
悲
を
讃
美
し
て
居
る
。
(
ヱ
ホ
バ
は
わ

が
光
、
わ
が
救
な
り
、
わ
れ
誰
を
か
恐
れ
ん
、

ヱ
ホ
バ
は
わ
が
生
命
の
カ
な
り
。
ー
ー
詩
篇
二
十
七
、)
一
切
残
ら
す
解
脱
三
昧
で
あ
る
。
磯
土

師
寂
光
浮
土
、
草
木
國
土
悉
皆
成
佛
で
あ
る
。
況
ん
や
己
身
は
蓮
華
皇
上
に
菩
薩
ミ
同
坐
す
る
を
や
。
彼
は
ナ
ル
シ
ツ
ソ
ス
の
襟
に
暫
し
自
分

の
姿
に
眺
め
入
る
。
是
れ
全
く
世
界
の
驚
異
で
な
く
し
て
何
で
あ
ら
う
。
罪
悪
の
凡
夫
生
死
の
海
に
沈
倫
し
出
離
の
縁
な
し
ぐ」さ
へ
思
は
れ
た

此
の
身
が
、
久
遠
の
世
界
の
最
も
愛
す
る
鏡
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
宇
宙
は
彼
の
全
身
、

一
法
界
の
自
覧
で
あ
つ
た
。
藪
に
無
明
の
闇
は
霧
散

も
て
眞
如
の
光
咬
々
た
り
。
是
れ
畳
知
園
満
成
就
、
無
字
の
榮
光
、
死
の
救
濟
に
し
て
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
飛
躍
的
事
實
で
あ
る
。

形
而
上
學
的
の
神
は
た
ミ
ひ
崇
高
偉
大
な
ら
ん
ε
も
其
は
芝
ダ
ス
の
貨
幣
ざ
選
ぶ
慮
が
な
い
。
出
息
入
息
汝
の
面
門
よ
り
出
入
す
る
紳
に
し

て
眞
に
宗
教
的
封
象
ε
な
る
。

一
度
び
無
字
の
關
門
を
た
」
か
ん
か
、
無
の
世
界
の
扉
は
開
き
慈
父
の
面
前
に
召
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
富
を
遽

き
に
求
め
て
脚
下
の
寳
玉
を
放
摘
す
る
こ
ミ
勿
れ
。
(「
爾
等
紳
を
識
れ
り
、
反
つ
て
紳
に
識
ら
れ
た
り
ε
云
ふ
べ
し
、」
「
キ
リ
ス
ト
我
に
在
て

生
く
」ー
ー
ポ
ー
ロ
)
プ

ロ
メ
ト
イ
ス
的
根
性
は
罪
を
塘
長
す
る
ミ
も
永
恒
に
救
は
る
、
こ
ミ
は
出
來
な
い
、
誰
だ
死
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

求
む
る
も
の
は
與

へ
ら
る
、
所
詮
は
紳
秘
で
あ
り
秘
義
で
あ
る
。
信
は
燈
験
で
あ
り
、
智
は

ロ
ゴ
ス
の
鏡
に
於
け
る
其
の
反
影
で
あ
る
。
無
の

概
念
内
容
嚢
展
の
原
理
を
到
底
其
外
延
を
以
て
包
み
切
れ
ぬ
慮
に
無
の
哲
學
的
理
解
を
超
え
た
宗
教
的
意
義
が
有
る
。
知
は
必
然
的
に
信
に
迄

到
っ
て
充
足
す
る
。
生
死
岩
頭
に
立
つ
て
無
字
の
利
刀
を
揮
ふ
時
、
限
定
的
知
識
は
悉
く
征
服
せ
ら
れ
了
る
。
智
恵

の
果
實
を
楡
ん
だ
者
に
取

て
は
忍
び
難
い
犠
牲
ε
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
然
し
此
の
犠
牲
な
く
し
て
堕
落
前
の
ア
ダ
ム
に
蹄
る
こ
ε
は
絶
望
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
太
古
の

洪
水
は
ア
ガ
メ
ン
ノ
ン
の
家
に
の
み
悲
劇
を
齎
し
、
神
は
其
子
を
十
字
架
上
に
釘
づ
け
た
で
は
な
い
か
。
若
し
人
類
に
し
て
能
く
知
識
の
葛
藤

齪
麻
を
破
確
す
れ
ば
騨
の
絶
蜀
愛
の
印
章
ミ
し
て
彼
は
行

(日
帥計
団
9⇔
餌
一薦

)
の
自
由
に
再
生
す
る
で
あ
ら
う
。
十
字
架
を
背
負
つ
て
主
の
許
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に
到
る
者
に
神
は
永
劫
の
安
息
を
約
束
す
る
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
ざ
共
に
明
日
は
樂
園
に
在
つ
て
春
の
小
鳥
の
如
く
幸
を
壽
ぐ
で
あ
ら
う
。

輩
な
る
知
は
不
自
由
で
あ
り
出
口
な
き
迷
宮
に
入
る
。
知
行
合

}
の
境
に
於
て
は
随
彪
に
主
た
る
こ
ざ
を
得
る
。
眞
の
自
由
は
歴
史
の
王
國

を
客
観
的
行
爲
に
依
て
創
造
す
る
こ
ε
換
言
せ
ば
棘
の
最
初
の
創
造
に
参
與
す
る
こ
ε
で
あ
る
。

一
塞
手

一
投
足
悉
く
神
の
舞
踏
な
ら
ざ
る
は

な
し
ε
は
此
の
謂
で
あ
る
。
へ
ー
グ
ル
の
所
謂
、

一
切
の
現
實

一
切
の
内
容
を
甕
く
其
自
艦
よ
り
生
産
す
る
絶
封
意
識
の
立
脚
地
も
此
れ
ε
異

ら
ぬ
。
吾
人
は
之
を
紳
智
若
く
は
根
本
智
の
妙
用
若
く
は
無
の
果
徳
霊
樗
す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
テ
オ
リ
ァ
の
生
活
ミ
名
づ
け
た
も
の
に

該
當
す
る
。
(天
は
わ
が
位
、
地
は
わ
が
足
登
な
り
。
ー
ー
イ
ザ
ヤ
書
六
十
六
)

「
南
泉
和
爾
因
東
西
堂
箏
猫
児
泉
乃
提
起
云
大
衆
道
得
即
救
道
不
得
卸
斬
却
也
衆
無
封
泉
逡
斬
之
晩
趙
洲
外
蹄
泉
睾
似
州
州
乃
脱
履
安
頭
上

而
出
泉
云
子
若
在
帥
救
得
猫
兜
」

南
泉
の
斬
猫
有
無
雨
断
し
了
て

一
劒
天
に
依
て
寒
し
、
盧
籔
不
昧
、
普
く
乾
坤
を
照
破
す
。
趙
州
履
を
脱
い
で
頭
上
に
安
ん
じ
、
百
尺
竿
頭

更
に

一
歩
を
進
む
る
の
消
息
、
活
機
縦
横
自
由
の
境
に
猫
歩
す
。
容
易
に
追
随
を
許
さ
ざ
る
神
智
の
妙
用
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
の
加
く

し
て
人
格
的
實
在
は
絶
謝
自
意
識
の
自
己
限
定
帥
ち
封
象
性
の
中
に
自
己
を
嚢
見
す
る
こ
ε
所
詮
は
自
由
の
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
先

天
的
綜
合
判
断
の
可
能
は
所
謂
容
知
的
質
料
ε
し
て
の
有
に
依
て
無
が
限
定
さ
れ
る
こ
ミ
帥
ち
自
由
の
可
能
に
外
な
ら
ぬ
く」言
ふ
こ
ε
が
出
來

る
。
從
て
自
由
に
基
く
無
の
封
象
性
の
實
現
帥
ち
歴
史
の
世
界
に
其
愛
當
根
糠
を
見
出
す
場
合
、
無
の
哲
學
的
意
義
が
汲
ま
れ
、
こ
れ
に
生
き

之
ε
合

一
す
る
場
合
其
慮
に
無
の
宗
歎
的
意
義
が
了
會
せ
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
の
如
く
無
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
ε
に
依
つ
て
、
吾
人
は

「
理
性
は
宗
教
の
基
皇
ε
爲
り
得
る
唯

一
の
大
地

で
あ
る
。」
ミ
云

へ
る
へ
塗

グ
ル
の
言
葉
を
是
認
す
る
。
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於
藪
乎
、
愈
々
「
無
知
の
知
」を
提
唱
せ
る
か
の
哲
聖
ソ
ー
ク
ラ
テ
ー
ス
を
想
は
ざ
る
を
得
な
い
。
此
の
意
味
深
重
な
る
文
字
の
中
に
魂
の
糧

は
蓋
し
不
朽
で
あ
ら
う
。
今
や
自
己
に
忠
實
な
ら
ん
ミ
す
れ
ば
す
る
程
、
か
の
デ

ル
フ
オ
ィ
の
紳
殿
に
掲
け
ら
れ
た
金
言
に
封
し
て
、
限
り
な

き
崇
敬
の
念
、こ
荘
嚴
の
感
ε
を
盒

々
禁
じ
得
ざ
る
を
豊
ゆ
。
私
は
永
久
に
光
あ
る
言
葉
ε
し
て
藪
に
引
用
し
て
此
の
稿
を
終
り
度
い
ε
思
ふ
。

曰
く
、
「
汝
自
身
を
知
れ
」(蔭
ε
O"
q§
§
)

随
筆
に
成
る
蕉
稿
を
殆
ん
さ
其
の
儘
載
せ
て
責
に
充
つ
、
思
索
の
未
熟
、
筆
致
の
杜
撰
を
諒
ミ
せ
ら
れ
度

い
。

大
正
十
四
年
入
月
二
十
四
日

%


